
区
域
の
設
定
や
移
転
補
償
、
区
域
内
の
住
宅
所
有
者
へ
の
防
音
工
事
へ
の
補
助
（
民
家
防
音
対

策
事
業
）、
点
在
す
る
移
転
跡
地
で
の
計
画
的
・
一
体
的
な
緑
地
整
備
な
ど
、
必
要
な
環
境
対

策
を
推
進
し
た
。
甲
子
園
浜
で
は
、
港
湾
施
設
整
備
の
た
め
の
埋
立
工
事
に
対
し
て
、
地
元

の
西
宮
市
立
南
甲
子
園
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
を
中
心
に
埋
立
公
害
反
対
運
動
が
展
開
さ
れ
た
。
そ

の
後
の
曲
折
を
経
て
、
島
状
の
埋
立
て
へ
の
変
更
、
埋
立
面
積
の
縮
小
、
埋
立
地
の
土
地
利

用
変
更
、
養
浜
、
干
潟
・
野
鳥
棲
息
地
の
保
護
な
ど
が
実
施
さ
れ
た
。
こ
の
結
果
、
埋
立
面

積
は
一
五
七
ヘ
ク
タ
ー
ル
か
ら
八
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
縮
小
さ
れ
、
埋
立
地
の
利
用
も
環
境
保

全
に
配
慮
し
た
も
の
と
な
っ
た
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
昭
和
四
十
年
代
後
半
か
ら
五
十
年
代
に
は
、
高
度
経
済
成
長
に
伴
う
大

規
模
な
開
発
や
基
盤
整
備
が
、
環
境
汚
染
や
住
民
の
生
活
を
脅
か
し
始
め
た
こ
と
に
対
し
て
、
様
々
な
異
議
申
立
て
が
発
生
し

た
が
、
そ
の
解
決
に
は
次
の
時
期
を
待
た
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

第
二
節
　
高
度
経
済
成
長
下
に
お
け
る
住
宅
地
の
新
規
開
発

一
　
住
宅
の
量
的
拡
大
か
ら
質
的
向
上
へ

　
公
営
住
宅
、
公
庫
住
宅
、
公
団
住
宅
と
い
う
、
住
宅
供
給
に
関
わ
る
政
策
が
確
立
さ
れ
た
こ
と
で
戦
後
の
住
宅
難
は
解
消
さ

写真 66　開通直後（昭和 38年頃）の国道 43号
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れ
つ
つ
あ
っ
た
が
、
昭
和
四
十
年
代
に
お
い
て
も
厳
し
い
住
宅
事
情
は
続
い
た
。
そ
こ
で
、
住
宅
対
策
を
一
段
と
強
化
し
、
政

府
及
び
地
方
公
共
団
体
に
よ
る
住
宅
供
給
だ
け
で
な
く
、
民
間
に
よ
る
建
設
を
含
む
一
体
的
な
住
宅
建
設
計
画
を
策
定
し
、
こ

れ
に
基
づ
い
て
国
、
地
方
公
共
団
体
及
び
国
民
が
相
互
に
協
力
し
合
っ
て
住
宅
建
設
を
強
力
に
推
進
す
る
た
め
に
、
昭
和
四
十

一
（
一
九
六
六
）
年
に
「
住
宅
建
設
計
画
法
」
が
制
定
さ
れ
た
。
同
法
に
基
づ
い
て
五
箇
年
計
画
に
よ
る
住
宅
建
設
が
行
わ
れ
、

第
一
期
住
宅
建
設
五
箇
年
計
画
（
昭
和
四
十
一
〜
四
十
五
年
度
）
で
は
「
一
世
帯
一
住
宅
」
の
実
現
、
第
二
期
五
箇
年
計
画
（
四

十
六
〜
五
十
年
度
）
で
は
「
一
人
一
室
の
規
模
を
有
す
る
住
宅
の
建
設
」、第
三
期
五
箇
年
計
画
（
五
十
一
〜
五
十
五
年
度
）
で
は
「
質

の
向
上
に
重
点
を
お
い
た
居
住
水
準
の
確
保
」
が
目
標
と
し
て
掲
げ
ら
れ
た
。

　
昭
和
五
十
三
年
の
住
宅
統
計
調
査
を
み
る
と
、
兵
庫
県
内
で
一
世
帯
当
た
り
の
住
宅
数
は
一
・
一
〇
戸
（
四
三
年
一
・
〇
三
戸
）、

一
住
宅
当
た
り
の
居
室
数
は
四
・
六
一
室
（
同
三
・
九
〇
室
）、
一
人
当
た
り
畳
数
は
七
・
四
九
畳
（
同
五
・
三
六
畳
）
と
、
住
宅
数
、

住
宅
の
規
模
と
も
に
上
昇
し
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、
昭
和
三
十
八
年
に
新
住
宅
市
街
地
開
発
法
が
制
定
さ
れ
、
郊
外
に

お
い
て
住
宅
地
の
新
規
建
設
が
活
発
化
し
、
須
磨
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
、
明
石
舞
子
団
地
と

い
っ
た
大
規
模
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
ほ
か
、
神
戸
市
・
三
木
市
の
神
戸
電
鉄
沿
線
、
川
西

市
や
三
田
市
に
お
い
て
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
が
開
発
さ
れ
た
。

　
ま
た
、
郊
外
の
開
発
と
と
も
に
、
埋
立
地
で
の
住
宅
開
発
も
活
発
化
す
る
。
芦
屋
浜

で
は
、
建
設
省
の
モ
デ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
芦
屋
浜
高
層
住
宅
が
建
設
さ
れ
、
鳴

尾
浜
に
隣
接
す
る
工
場
跡
地
で
は
、
日
本
住
宅
公
団
（
現
都
市
再
生
機
構
）
に
よ
る
大
規
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模
団
地
で
あ
る
武
庫
川
団
地
が
建
設
さ
れ
た
。
昭
和
四
十
年
代
の
後
半

か
ら
は
、
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
・
六
甲
ア
イ
ラ
ン
ド
等
の
海
上
都
市
の

開
発
が
始
ま
っ
た
。

　
市
街
地
整
備
に
つ
い
て
は
、
昭
和
四
十
年
代
の
後
半
か
ら
、
神
戸
市

や
阪
神
地
域
に
お
い
て
、
鉄
道
駅
前
の
整
備
事
業
と
し
て
市
街
地
再
開

発
事
業
が
実
施
さ
れ
た
。
住
宅
地
区
改
良
事
業
に
つ
い
て
も
、
昭
和
三

十
五
年
に
住
宅
地
区
改
良
法
が
制
定
さ
れ
、
神
戸
市
や
西
宮
市
に
お
い

て
事
業
が
実
施
さ
れ
た
。
昭
和
五
十
三
年
に
は
、
住
宅
地
区
改
良
事
業

を
発
展
さ
せ
た
手
法
と
し
て
、
部
分
的
な
除
去
等
に
よ
る
住
環
境
整
備
モ
デ
ル
事
業
が
創
設
さ
れ
、
尼
崎
市
や
神
戸
市
な
ど
で

事
業
が
実
施
さ
れ
た
。

　
こ
の
間
、
地
価
は
、
昭
和
三
十
年
代
に
お
け
る
高
度
経
済
成
長
期
の
上
昇
や
、
四
十
年
代
後
半
に
お
け
る
列
島
改
造
ブ
ー
ム

の
投
機
的
需
要
増
大
に
よ
る
上
昇
の
後
、
四
十
八
年
の
第
一
次
石
油
危
機
後
に
下
落
し
た
。
こ
の
地
価
下
落
は
、
石
油
危
機
だ

け
で
な
く
、
国
や
県
が
地
価
上
昇
へ
の
対
策
を
講
じ
た
こ
と
が
要
因
と
な
っ
て
い
る
。

　
昭
和
四
十
九
年
に
は
、
国
土
利
用
計
画
法
が
施
行
さ
れ
、
乱
開
発
の
未
然
防
止
と
遊
休
土
地
の
有
効
利
用
の
促
進
を
通
じ
て
、

総
合
的
か
つ
計
画
的
な
国
土
の
利
用
が
図
ら
れ
た
。
県
に
お
い
て
も
、
無
秩
序
な
土
地
利
用
を
防
止
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

昭
和
五
十
年
に
「
大
規
模
開
発
及
び
取
引
事
前
指
導
要
綱
」
が
制
定
さ
れ
、
大
規
模
な
開
発
行
為
に
必
要
な
許
可
等
の
申
請
に

先
立
っ
て
事
前
協
議
を
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
っ
た
。
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二
　「
一
世
帯
一
住
宅
」
の
実
現

住
宅
建
設

五
箇
年
計
画

第
一
期
住
宅
建
設
五
箇
年
計
画
（
昭
和
四
十
一
〜
四
十
五
年
度
）
で
は
、
全
国
的
に
は
、「
一
世
帯
一
住
宅
」
の

実
現
に
向
け
て
、
小
世
帯
に
つ
い
て
は
九
畳
以
上
、
一
般
世
帯
に
つ
い
て
は
一
二
畳
以
上
の
規
模
の
居
住
水

準
の
確
保
や
、
お
お
む
ね
六
七
〇
万
戸
の
適
正
な
質
を
備
え
た
住
宅
の
建
設
が
目
標
と
さ
れ
、
六
七
四
万
戸
（
達
成
率
一
〇
〇
・

六
％
）
が
建
設
さ
れ
た
。

　
兵
庫
県
に
お
い
て
は
、
目
標
と
す
る
建
設
戸
数
は
三
〇
万
戸
と
し
た
。
三
〇
万
戸
の
内
訳
は
、
持
家
を
一
〇
万
戸
、
借
家
を

一
五
万
五
〇
〇
〇
戸
、給
与
住
宅
（
企
業
や
官
公
庁
な
ど
が
従
業
員
を
居
住
さ
せ
る
た
め
の
も
の
）
を
四
万
五
〇
〇
〇
戸
程
度
で
あ
り
、

公
民
別
で
は
、
公
的
資
金
に
よ
る
住
宅
一
二
万
戸
、
民
間
自
力
住
宅
（
新
設
住
宅
着
工
戸
数
か
ら
公
的
資
金
に
よ
る
住
宅
戸
数
を
除

い
た
も
の
）
一
八
万
戸
、
ま
た
、
地
域
的
配
分
に
つ
い
て
は
、
阪
神
地
域
二
一
万
四
〇
〇
〇
戸
、
播
磨
地
域
八
万
一
〇
〇
〇
戸
、

そ
の
他
の
地
域
に
五
〇
〇
〇
戸
で
あ
っ
た
。
実
績
と
し
て
は
、
公
的
資
金
に
よ
る
住
宅
一
一
万
一
八
〇
四
戸
、
民
間
自
力
住
宅

二
〇
万
五
九
二
〇
戸
、
合
計
三
一
万
七
七
二
四
戸
（
達
成
率
一
〇
五
・
九
％
）
が
建
設
さ
れ
た
。
な
お
、
第
一
期
住
宅
建
設
五
箇

年
計
画
で
は
「
一
世
帯
一
住
宅
」
の
実
現
が
目
指
さ
れ
た
が
、
兵
庫
県
に
お
い
て
は
、
既
に
昭
和
四
十
三
年
頃
か
ら
住
宅
数
が

世
帯
数
を
上
回
っ
て
い
た
。

　
第
二
期
住
宅
建
設
五
箇
年
計
画
（
昭
和
四
十
六
〜
五
十
年
度
）
で
は
、「
一
人
一
室
の
規
模
を
有
す
る
住
宅
の
建
設
」
の
実
現

に
向
け
て
、
小
世
帯
は
九
畳
以
上
、
一
般
世
帯
は
世
帯
人
員
に
応
じ
て
一
二
畳
以
上
の
規
模
を
有
し
、
か
つ
、
適
正
な
構
造
及

び
設
備
を
備
え
る
居
住
環
境
の
良
好
な
住
宅
を
確
保
す
る
こ
と
、
概
ね
一
人
一
室
の
規
模
を
有
す
る
住
宅
を
九
五
八
万
戸
建
設

す
る
こ
と
が
目
標
と
さ
れ
、
八
二
八
万
戸
（
達
成
率
八
六
・
五
％
）
が
建
設
さ
れ
た
。
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兵
庫
県
に
お
い
て
は
、
四
五
万
戸
の
建
設
を
目
標
と
し
、
そ
の
内
訳
は
、

持
家
が
二
一
万
戸
、
借
家
と
給
与
住
宅
が
二
四
万
戸
で
あ
り
、
公
民
別
で

は
、
公
的
資
金
に
よ
る
住
宅
一
九
万
八
〇
〇
〇
戸
、
民
間
自
力
住
宅
二
五

万
二
〇
〇
〇
戸
、
ま
た
、
地
域
的
配
分
に
つ
い
て
は
、
阪
神
地
域
二
八
万

八
〇
〇
〇
戸
、
播
磨
地
域
一
四
万
二
〇
〇
〇
戸
、
そ
の
他
の
地
域
に
二
万

戸
と
さ
れ
、
三
五
万
九
八
七
八
戸
（
達
成
率
八
〇
・
〇
％
）
が
建
設
さ
れ
た
。

　
第
三
期
住
宅
建
設
五
箇
年
計
画
（
昭
和
五
十
一
〜
五
十
五
年
度
）
で
は
、

特
に
質
の
向
上
に
重
点
を
置
き
、
昭
和
六
十
年
を
目
途
に
、
全
て
の
国
民

が
最
低
居
住
水
準
を
確
保
す
る
こ
と
、
五
十
五
年
度
末
ま
で
に
水
準
以
下

居
住
世
帯
の
お
お
む
ね
二
分
の
一
を
解
消
す
る
こ
と
、
六
十
年
を
目
途
に

平
均
的
な
世
帯
が
平
均
居
住
水
準
を
確
保
す
る
こ
と
、
適
正
な
規
模
、
構

造
、
設
備
を
備
え
た
八
六
〇
万
戸
の
住
宅
を
建
設
す
る
こ
と
が
目
標
と
さ

れ
、
七
七
〇
万
戸
（
達
成
率
八
九
・
五
％
）
が
建
設
さ
れ
た
。

　
兵
庫
県
に
お
い
て
は
、
四
〇
万
五
〇
〇
〇
戸
の
建
設
を
目
標
と
し
、
そ

の
内
訳
は
、
公
民
別
で
は
、
公
的
資
金
に
よ
る
住
宅
一
九
万
戸
、
民
間
自

力
住
宅
二
一
万
五
〇
〇
〇
戸
、
ま
た
、
地
域
的
配
分
に
つ
い
て
は
、
阪
神

地
域
二
五
万
九
〇
〇
〇
戸
、
播
磨
地
域
一
〇
万
九
〇
〇
〇
戸
、
そ
の
他
の

表 18　住宅建設五箇年計画（第一期〜第三期）の達成状況等

期　　間 第一期
（昭和41年〜 45年）

第二期
（昭和46年〜 50年）

第三期
（昭和51年〜 55年）

区　　分 計画 実績 達成率
（％） 計画 実績 達成率

（％） 計画 実績 達成率
（％）

総建設戸数（戸） 300,000 317,724 106 450,000 359,878 80 405,000 320,475 79
公的資金による住宅 120,000 111,804 93 198,000 143,878 73 190,000 159,075 84
公営住宅 23,000 22,776 99 39,000 28,692 74 27,000 17,803 66
改良住宅 1,900 2,298 121 7,000 2,960 42 5,500 2,978 54
公庫住宅 39,500 41,480 105 60,000 63,727 106 92,900 102,531 110
公団住宅 37,000 13,306 36 31,000 18,964 61 26,000 11,751 45
その他の公的住宅 18,600 31,944 172 47,000 29,535 63 38,600 24,012 62
調整 ─ ─ ─ 14,000 ─ ─ ─ ─ ─
民間自力建設住宅 180,000 205,920 114 252,000 216,000 86 215,000 161,400 75

備　　考 （昭和43年住調）住宅数
が世帯数を上回る。

（昭和48年住調）一人当
たりの平均居住室数が1.0
人（室／人）を上回る。

（昭和53年住調）全体と
して居住水準は着実に改
善する。

� （『ひょうご住宅五か年計画』を参照して作成）
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地
域
に
三
万
七
〇
〇
〇
戸
と
さ
れ
、
三
二
万
四
七
五
戸
（
達
成
率
七
九
・
一
％
）
が

建
設
さ
れ
た
。
達
成
率
が
全
国
平
均
と
乖
離
し
た
背
景
に
は
、
住
宅
開
発
に
伴
う

関
連
公
共
施
設
整
備
の
た
め
の
財
政
問
題
や
、
住
民
と
の
開
発
協
議
が
難
航
し
た

こ
と
で
公
的
住
宅
建
設
が
落
ち
込
ん
だ
こ
と
な
ど
が
あ
る
。

　
昭
和
四
十
年
代
以
降
の
兵
庫
県
内
の
住
宅
着
工
戸
数
の
動
向
を
み
る
と
、
四
十

年
後
半
ま
で
右
肩
上
が
り
で
建
設
さ
れ
、
四
十
七
年
度
に
八
・
八
万
戸
に
達
し
た

が
、
四
十
八
年
秋
の
石
油
危
機
に
よ
り
四
十
九
年
度
は
四
・
八
万
戸
に
落
ち
込
ん

だ
。
そ
の
後
、
住
宅
着
工
戸
数
は
、
昭
和
五
十
二
年
度
に
は
六
・
四
万
戸
に
ま
で

回
復
し
た
が
、
五
十
四
年
度
に
は
五
・
七
万
戸
（
持
家
四
・
四
万
戸
、
借
家
一
・
三

万
戸
）
に
減
少
し
て
い
る
。
持
家
の
着
工
戸
数
は
、
昭
和
四
十
八
年
度
に
借
家
を
上
回
り
、
五
十
一
年
度
以
降
は
四
万
戸
以
上

で
推
移
す
る
一
方
で
、
借
家
の
着
工
戸
数
は
、
公
的
住
宅
建
設
が
落
ち
込
ん
だ
こ
と
も
あ
り
、
五
十
一
年
度
に
二
・
一
万
戸
と

な
っ
た
以
降
、
減
少
し
て
い
る
。

　
居
住
水
準
に
つ
い
て
は
、昭
和
五
十
三
年
の
住
宅
統
計
調
査
を
み
る
と
「
最
低
居
住
水
準
未
満
の
世
帯
」
が
一
八・八
％
（
四

十
八
年
三
五
・
四
％
）、「
平
均
居
住
水
準
以
上
の
世
帯
」
は
三
七
・
七
％
（
同
二
五
・
八
％
）
と
、
着
実
に
向
上
し
て
い
る
と
い

え
よ
う
。
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三
　
住
宅
地
の
新
規
開
発

相
次
ぐ
ニ
ュ
ー

タ
ウ
ン
開
発

高
度
成
長
期
に
お
け
る
都
市
部
へ
の
急
激
な
人
口
集
中
に
よ
る
住
宅
不
足
や
、
大
阪
や
三
宮
と
い
っ
た
都
心

に
通
勤
す
る
子
育
て
世
帯
の
住
宅
取
得
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た
め
、
昭
和
四
十
年
代
以
降
に
は
、
神
戸
市
の

丘
陵
地
に
お
け
る
大
規
模
な
宅
地
開
発
が
本
格
化
し
た
。
須
磨
区
で
は
、
昭
和
三
十
年
代
の
北
須
磨
団
地
の
開
発
以
降
、
四
十

年
代
に
は
、
白
川
台
、
高
倉
台
、
名
谷
団
地
、
落
合
、
横
尾
団
地
と
い
っ

た
宅
地
開
発
が
進
み
、
六
団
地
か
ら
な
る
須
磨
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
が
開
発

さ
れ
た
。
現
在
の
北
区
の
区
域
で
は
、
昭
和
三
十
年
代
以
降
に
、
神
戸

電
鉄
沿
い
の
住
宅
開
発
が
進
行
し
、
四
十
年
代
に
は
、
鈴
蘭
台
、
北
鈴

蘭
台
、
ひ
よ
ど
り
台
、
有
野
が
開
発
さ
れ
た
。
垂た
る
水み

区
で
は
、
昭
和
三

十
年
代
か
ら
開
発
さ
れ
た
多
聞
団
地
や
、
明
石
舞
子
団
地
の
他
、
昭
和

四
十
年
に
は
、
新
多
聞
、
ジ
ェ
ー
ム
ス
山
が
開
発
さ
れ
た
。
現
在
の
西

区
の
区
域
で
は
、
玉
津
・
出
合
、
西
神
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
他
、
神
戸
電

鉄
沿
線
に
お
い
て
開
発
が
進
行
し
た
。

　
阪
神
間
臨
海
部
で
は
、
西
宮
市
の
武
庫
川
、
芦
屋
市
の
芦
屋
浜
で
開

発
が
進
め
ら
れ
た
他
、
阪
神
間
内
陸
部
で
も
、
日
本
国
有
鉄
道
（
以
下
、

国
鉄
。
現
Ｊ
Ｒ
）
福
知
山
線
、京
阪
神
急
行
鉄
道
（
現
阪
急
電
鉄
）
宝
塚
線
、

能
勢
電
気
軌
道
（
現
能
勢
電
鉄
）
妙
見
線
・
日
生
線
に
沿
っ
て
開
発
が
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進
み
、
宝
塚
市
で
は
宝
塚
中
山
台
、
川
西
市
で
は
多
田
グ
リ
ー
ン
ハ
イ
ツ
、
阪
急
北
ネ
オ
ポ
リ
ス
（
大
和
団
地
）、
清
和
台
が
開

発
さ
れ
た
。

　
阪
神
間
内
陸
部
の
大
規
模
住
宅
地
は
民
間
事
業
者
が
開
発
し
た
も
の
で
あ
り
、
初
期
の
開
発
で
は
公
共
施
設
や
生
活
関
連
施

設
の
整
備
が
十
分
で
な
い
住
宅
地
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
川
西
市
は
、
民
間
事
業
者
が
住
宅
地

を
開
発
す
る
際
、
学
校
、
公
園
等
の
施
設
を
設
置
す
る
こ
と
を
定
め
た
「
川
西
市
住
宅
市
街
地

事
業
に
関
す
る
開
発
指
導
要
綱
」
を
昭
和
四
十
二
年
に
制
定
し
た
。
阪
急
北
ネ
オ
ポ
リ
ス
（
大

和
団
地
）
は
、
こ
の
要
綱
に
よ
り
開
発
さ
れ
た
住
宅
地
で
あ
り
、
そ
の
後
川
西
市
だ
け
で
な
く
、

全
国
の
住
宅
地
開
発
に
お
い
て
そ
の
手
法
が
普
及
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
東
播
磨
地
域
で
は
、
鉄
道
電
化
に
伴
い
、
明
石
市
に
お
け
る
日
本
住
宅
公
団
に
よ
る
大
久
保

東
を
は
じ
め
、
神
戸
・
大
阪
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
と
し
て
開
発
が
進
行
し
た
。
北
播
磨
地
域
で
は
、

三
木
市
や
小
野
市
に
お
い
て
開
発
が
進
行
し
た
。

　
姫
路
市
で
は
、
昭
和
三
十
年
半
ば
頃
よ
り
住
宅
需
要
が
高
ま
り
、
夢
前
川
右
岸
一
帯
や
、
書

写
山
・
天
神
山
の
山
麓
一
帯
に
お
い
て
宅
地
が
開
発
さ
れ
た
。
夢
前
川
、
網あ

干ぼ
し
、
市
川
で
は
、

河
川
改
修
事
業
と
宅
地
造
成
事
業
を
併
用
し
て
住
宅
建
設
が
行
わ
れ
た
。

新
住
宅
市
街

地
開
発
事
業

新
住
宅
市
街
地
開
発
事
業
は
、
昭
和
三
十
八
年
に
制
定
さ
れ
た
新
住
宅
市
街

地
開
発
法
に
基
づ
く
、
人
口
集
中
の
著
し
い
市
街
地
の
周
辺
地
域
に
お
け
る

大
規
模
宅
地
開
発
を
目
的
と
し
た
住
宅
地
造
成
事
業
で
あ
る
。

表 19　昭和 42 年〜 54 年に施行が開始された新住宅市街地開発事業
による住宅地

市町 施行地区名 面積（ha） 施行年度 事業主体
三田市 北摂ニュータウン 1,101 46 〜 64 兵庫県、住宅都市整備公団

神戸市
名谷団地 276 44 〜 55 神戸市
横尾団地 142 49 〜 57 神戸市

西神ニュータウン 642 47 〜 55 神戸市
西宮市 名塩団地 82 53 〜 60 住宅都市整備公団
� （『住宅年報』を参照して作成）
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兵
庫
県
内
で
は
、明
石
舞
子
団
地
（
昭
和
三
十
九
年
施
行
）
の
他
、

須
磨
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
名
谷
団
地
（
四
十
四
年
施
行
）・
横
尾
団
地

（
四
十
九
年
施
行
）、
三
田
市
の
北
摂
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
（
四
十
六
年
施

行
）、
西
神
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
（
四
十
七
年
施
行
）、
西
宮
市
の
名
塩
団

地
（
五
十
三
年
施
行
）
な
ど
の
住
宅
地
が
、
新
住
宅
市
街
地
開
発

事
業
に
よ
り
施
行
さ
れ
た
。

　
明
石
舞
子
団
地
は
神
戸
都
心
か
ら
約
一
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
位

置
し
、
神
戸
市
垂
水
区
と
明
石
市
に
ま
た
が
る
面
積
約
一
九
七
ヘ

ク
タ
ー
ル
の
大
規
模
住
宅
団
地
で
あ
る
。

　
兵
庫
県
と
兵
庫
県
住
宅
供
給
公
社
に
よ
る
大
規
模
住
宅
団
地
が

こ
の
場
所
に
建
設
さ
れ
た
の
は
、
神
戸
市
域
に
住
宅
地
が
少
な

か
っ
た
こ
と
や
、
神
戸
市
垂
水
区
一
帯
に
お
い
て
開
発
が
進
行
し
て
お
り
、
大
規
模
な
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
開
発
が
可
能
な
土
地

が
残
っ
て
い
た
た
め
で
あ
っ
た
。

　
明
石
舞
子
団
地
は
、
セ
ン
タ
ー
地
区
と
四
つ
の
近
隣
住
区
か
ら
構
成
さ
れ
、
神
戸
市
と
明
石
市
の
市
境
界
が
団
地
の
中
央
部

を
南
北
に
貫
い
て
い
る
。
施
設
計
画
に
つ
い
て
は
、
商
業
、
医
療
、
教
育
施
設
や
公
園
が
配
置
さ
れ
、
道
路
と
歩
行
者
用
道
路

に
よ
っ
て
各
地
区
が
つ
な
が
っ
て
い
る
。
と
り
わ
け
、
セ
ン
タ
ー
地
区
に
お
い
て
広
場
と
各
施
設
を
つ
な
げ
る
ペ
デ
ス
ト
リ
ア

ン
デ
ッ
キ
は
、
明
石
舞
子
団
地
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
る
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
明
石
海
峡
や
淡
路
島
を
望
む
こ
と
の
で
き
る
立

写真 67　明石舞子団地

表 20　明石舞子団地事業計画

名称 事業年度
（昭和）

計画戸数
（戸）

計画人口
（人） 事業種別 施行面積

明石舞子
団地 39 〜 44 8,700 34,000

新住宅市
街地開発
事業

161.2ha

� （『明舞団地再生計画』を参照して作成）
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地
で
あ
る
た
め
、
松
林
や
丘
陵
地
の
地
形
を
で
き
る
だ
け
残
す
か
た
ち
で
開
発
さ
れ
た
。
ま
ち
び
ら
き
当
初
は
、
鉄
道
へ
の
ア

ク
セ
ス
が
よ
く
な
か
っ
た
が
、
昭
和
四
十
三
年
に
は
国
鉄
舞
子
駅
と
明
石
駅
の
間
に
朝
霧
駅
が
開
設
さ
れ
、
鉄
道
へ
の
ア
ク
セ

ス
が
向
上
し
た
。

埋
立
地
で
の

住
宅
開
発

昭
和
四
十
年
代
以
降
に
は
、
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
、
六
甲
ア
イ
ラ
ン
ド
、
芦
屋
浜
、
西
宮
浜
、
甲
子
園
浜
、

鳴
尾
浜
な
ど
で
埋
立
て
に
よ
る
住
宅
団
地
の
開
発
が
始
ま
っ
た
。
こ
の
う
ち
芦
屋
浜
で
の
住
宅
開
発
に
つ
い

て
紹
介
す
る
。

　
芦
屋
浜
高
層
住
宅
は
、
芦
屋
浜
の
埋
立
地
に
お
い
て
、
工
場
生
産
に
よ
る
規
格
化
さ
れ
た
部
材
を
用
い
た
工
業
化
工
法
に
よ

る
住
宅
の
供
給
を
推
進
し
て
い
た
建
設
省
の
モ
デ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
、
昭
和
四
十
四
年
か
ら
事
業
が
実
施
さ
れ
、
五
十

四
年
に
竣
工
し
た
。

　
昭
和
四
十
七
年
に
「
工
業
化
工
法
に
よ
る
芦
屋
浜
高
層
住
宅
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
提
案
競
技
」（
コ
ン
ペ
）
が
実
施
さ
れ
、
二
二
企
業
グ
ル
ー
プ
か
ら
提

案
が
出
さ
れ
た
。
Ａ
Ｓ
Ｔ
Ｍ
（
ア
ス
テ
ム
）
企
業
連
合
（
Ａ
：
芦
屋
浜
、
Ｓ
：

新
日
本
製
鐵
、
Ｔ：竹
中
工
務
店
、
高
砂
熱
学
工
業
、
Ｍ：松
下
電
工
、
松
下
興
産
）

案
が
選
定
さ
れ
、
昭
和
五
十
年
に
は
高
層
住
宅
建
設
工
事
実
施
の
た
め
の

「
Ａ
Ｓ
Ｔ
Ｍ
共
同
企
業
体
」
が
結
成
さ
れ
た
。

　
Ａ
Ｓ
Ｔ
Ｍ
企
業
連
合
の
提
案
は
、
①
多
様
な
主
体
に
よ
る
住
宅
供
給
、

②
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ラ
ザ
と
防
災
ミ
ニ
拠
点
と
し
て
の
共
用
階
（
空
中
公

写真 68　建設当初の芦屋浜高層住宅団地

表 21　芦屋浜高層住宅団地事業計画

事業年度 昭和48 〜 58 計画戸数 約5,700戸
施行面積 87ha 計画人口 約20,000人
� （『住宅年報』を参照して作成）
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園
）
の
設
置
、
③
地
域
暖
房
給
湯
、
真
空
ご
み
収
集
方
式
の
採
用
、
④
階
段
室
を
柱
、
五
階
ご
と
の
共
用
階
を
梁
と
す
る
鉄
骨

大
架
構
の
採
用
、
⑤
架
構
体
と
住
戸
構
成
部
材
の
分
離
と
工
業
化
・
量
産
化
、
⑥
官
民
協
力
に
よ
る
統
一
管
理
と
耐
用
年
数
に

応
じ
た
保
守
管
理
と
い
っ
た
特
徴
を
有
し
て
い
た
。

　
芦
屋
浜
高
層
住
宅
は
、
日
本
住
宅
公
団
、
兵
庫
県
、
兵
庫
県
住
宅
供
給
公
社
、
Ａ
Ｓ
Ｔ
Ｍ
に
よ
り
三
四
〇
〇
戸
の
分
譲
・
賃

貸
住
宅
が
供
給
さ
れ
、
管
理
業
務
に
つ
い
て
は
、
四
者
か
ら
な
る
管
理
協
議
会
が
兵
庫
県
住
宅
供
給
公
社
等
に
委
託
し
て
い
る
。

四
　
市
街
地
整
備

市
街
地
再

開
発
事
業

郊
外
の
開
発
が
進
む
一
方
で
、
既
成
市
街
地
で
は
、
人
口
や
企
業
の
流
出
に
伴
い
、
活
力
が
衰
退
・
低
下
す
る

イ
ン
ナ
ー
シ
テ
ィ
問
題
が
顕
在
化
し
た
。
神
戸
市
で
は
昭
和
五
十
年
代
頃
か
ら
、
重
厚
長
大
型
製
造
業
や
そ
の

下
請
産
業
の
停
滞
が
、
葺
合
区
（
現
中
央
区
）
南
部
、
兵
庫
区
南
部
、
長
田
区
南
部
な
ど
で
始
ま
っ
た
。
住
環
境
に
つ
い
て
も
、

戦
前
長
屋
や
木
造
賃
貸
住
宅
な
ど
の
老
朽
木
造
住
宅
や
密
集
市
街
地
の
防
災

問
題
、
住
工
混
在
に
よ
る
相
隣
環
境
問
題
な
ど
が
深
刻
化
し
た
。
ま
た
、
尼

崎
市
は
昭
和
四
十
六
年
を
ピ
ー
ク
に
人
口
減
少
に
転
じ
、
特
に
南
部
の
住
工

混
在
地
区
で
は
、
近
畿
圏
の
既
成
都
市
区
域
に
お
け
る
工
場
等
の
制
限
に
関

す
る
法
律
や
公
害
問
題
の
た
め
に
工
場
の
移
転
が
相
次
ぐ
一
方
で
、
工
場
跡

地
に
住
宅
が
進
出
す
る
な
ど
土
地
利
用
の
混
乱
が
進
行
し
た
。

　
既
成
市
街
地
の
再
編
に
つ
い
て
は
、
昭
和
三
十
年
代
後
半
よ
り
都
市
改
造

写真 69　姫路市船場地区の市街地
改造事業
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事
業
や
市
街
地
改
造
事
業
が
始
ま
っ
て
い
た
。
全
国
初
の
市
街

地
改
造
事
業
が
昭
和
三
十
七
年
に
神
戸
市
長
田
区
大
橋
地
区
で

実
施
さ
れ
、
そ
の
後
、
神
戸
市
内
で
は
四
十
一
年
に
さ
ん
プ
ラ

ザ
建
設
の
た
め
に
三
宮
地
区
で
、
四
十
三
年
に
は
六
甲
地
区
で

実
施
さ
れ
た
。
姫
路
市
で
も
、
戦
災
を
免
れ
た
船
場
地
区
で
昭

和
三
十
七
年
か
ら
実
施
さ
れ
、
四
十
七
年
ま
で
に
道
路
、
緑
地
、

公
共
施
設
の
整
備
が
行
わ
れ
る
と
と
も
に
、
建
物
の
高
層
化
と

不
燃
化
が
図
ら
れ
た
。

　
昭
和
四
十
四
年
に
都
市
再
開
発
法
が
制
定
さ
れ
る
と
、
各
地

で
市
街
地
再
開
発
事
業
が
始
ま
っ
た
。
た
だ
し
、
都
市
計
画
決

定
さ
れ
る
の
は
、
大
半
が
昭
和
五
十
年
代
後
半
以
降
で
あ
っ
た
。

そ
の
中
で
初
期
の
も
の
と
し
て
は
、
昭
和
四
十
五
年
に
都
市
計

画
決
定
さ
れ
た
宝
塚
南
口
駅
前
第
一
工
区
（
四
十
九
年
工
事
完
了

公
告
、
宝
塚
市
、
一
・
三
ヘ
ク
タ
ー
ル
）
や
、
四
十
六
年
に
都
市

計
画
決
定
さ
れ
た
塚
口
南
（
五
十
三
年
工
事
完
了
公
告
、
尼
崎
市
、

二
・
六
ヘ
ク
タ
ー
ル
）
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　
神
戸
市
に
お
い
て
こ
の
時
期
に
都
市
計
画
決
定
さ
れ
た
市
街

表 22　市街地再開発事業一覧表

都市名 地区名 施工者 都市計画決
定年（年）

工事完了公
告年（年）

面積（ヘク
タール）

神戸市

三宮二丁目東
雲井通5丁目
板宿A地区
六甲道駅前

個人
組合
組合
市

昭和52
　　53
　　53
　　54

昭和54
　　57
　　57
　　63

0.25
0.44
0.75
1.31

尼崎市
塚口南
潮江第一
立花南第一

市
組合
組合

昭和46
　　46
　　52

昭和53
　　49
　　55

2.62
0.36
0.48

西宮市 夙川駅前第一 組合 昭和49 昭和52 0.85
芦屋市 国鉄芦屋駅北 市 昭和54 平成元 3.17

川西市 川西能勢口駅南
阪急川西能勢口駅前第一工区

市
組合

昭和54
　　54

平成元
昭和60

5.94
0.66

宝塚市 宝塚南口駅前第一工区 市 昭和45 昭和49 1.3
加古川市 加古川駅前第一 市 昭和53 昭和57 1.17
姫路市 お城本町地区 組合 昭和54 平成13 1.08
� （『兵庫の再開発』より作成）
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地
再
開
発
事
業
は
、
昭
和
五
十
二
年
に
三
宮
二
丁
目
東
、
五
十
三
年
に
雲
井
通
五
丁
目
、

板
宿
Ａ
地
区
、
五
十
四
年
に
六
甲
道
駅
前
で
あ
っ
た
。
三
宮
二
丁
目
東
、
雲
井
通
五

丁
目
、
板
宿
Ａ
地
区
は
商
業
施
設
を
供
給
す
る
事
業
で
あ
っ
た
が
、
六
甲
道
駅
前
の

事
業
は
住
宅
の
供
給
を
伴
う
事
業
で
あ
り
、
東
部
都
心
の
核
づ
く
り
と
し
て
、
国
鉄

の
高
架
化
事
業
・
南
側
地
区
の
市
街
地
改
造
事
業
と
一
体
で
計
画
さ
れ
、
住
宅
（
一
五

四
戸
）、
店
舗
、
図
書
館
、
駐
車
場
か
ら
な
る
施
設
が
建
設
さ
れ
た
。

　
阪
神
地
域
に
お
い
て
は
、
尼
崎
市
で
は
、
塚
口
南
以
降
、
昭
和
四
十
六
年
に
潮
江

第
一
、
五
十
二
年
に
立
花
南
第
一
、
西
宮
市
で
は
、
四
十
九
年
に
夙
川
駅
前
第
一
、

芦
屋
市
で
は
、
五
十
四
年
に
国
鉄
芦
屋
駅
北
、
川
西
市
で
は
、
五
十
四
年
に
川
西
能

勢
口
駅
南
、
阪
急
川
西
能
勢
口
駅
前
地
区
第
一
工
区
が
都
市
計
画
決
定
さ
れ
た
。
市
街
地
再
開
発
事
業
の
多
く
は
、
権
利
変

換
方
式
に
よ
る
第
一
種
市
街
地
再
開
発
事
業
に
よ
る
も
の
で
あ
る
が
、
川
西
能
勢
口
駅
南
地
区
は
、
公
共
性
と
緊
急
性
の
高
い

地
区
で
認
可
さ
れ
る
用
地
買
収
方
式
に
よ
る
第
二
種
市
街
地
再
開
発
事
業
の
全
国
で
最
初
の
完
成
事
例
と
な
っ
た
。

　
阪
神
地
域
に
お
け
る
大
規
模
な
市
街
地
再
開
発
事
業
に
つ
い
て
見
て
み
る
と
、
塚
口
南
で
は
、
駅
前
広
場
が
な
く
、
通
勤
通

学
の
乗
降
客
と
買
い
物
客
が
入
り
乱
れ
て
い
た
状
況
に
対
し
て
、
三
つ
の
建
築
敷
地
に
そ
れ
ぞ
れ
建
築
物
を
建
設
し
、
そ
れ
ら

を
ペ
デ
ス
ト
リ
ア
ン
デ
ッ
キ
で
連
結
す
る
こ
と
で
、
通
勤
通
学
、
買
い
物
客
の
利
便
性
を
向
上
さ
せ
た
。

　
ま
た
、
国
鉄
芦
屋
駅
北
で
は
、
路
線
型
商
店
街
で
あ
っ
た
第
一
地
区
、
第
三
地
区
で
道
路
拡
幅
と
歩
道
設
置
を
行
う
と
と
も

に
、
住
宅
・
店
舗
・
駐
車
場
か
ら
な
る
施
設
が
建
設
さ
れ
た
。
国
鉄
芦
屋
駅
の
正
面
に
位
置
し
、
二
・
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
最
も

写真 70　塚口南市街地再開発事業
（塚口さんさんタウン）
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広
い
第
二
地
区
に
は
、駅
前
広
場
な
ど
の
公
共
施
設
が
整
備
さ
れ
る
と
と
も
に
、住
宅・

店
舗
・
ホ
テ
ル
・
業
務
施
設
・
駐
車
場
か
ら
な
る
施
設
が
建
設
さ
れ
た
。

　
川
西
能
勢
口
駅
南
で
は
、
地
区
内
の
空
地
を
利
用
し
て
、
住
宅
街
区
に
九
棟
か
ら
な

る
住
宅
三
四
一
戸
を
建
設
し
、
こ
の
住
宅
に
地
区
内
の
権
利
者
が
入
居
し
、
商
業
街
区

は
百
貨
店
を
中
心
と
し
た
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
、
多
目
的
ホ
ー
ル
、
文
化
施
設
、

広
場
な
ど
が
設
け
ら
れ
た
。

　
播
磨
地
域
に
お
い
て
も
、
昭
和
四
十
年
代
に
入
る
と
、
駅
前
の
再
開
発
が
開
始
さ
れ

る
。
姫
路
市
で
は
、
非
戦
災
地
区
で
あ
る
船
場
（
約
三
ヘ
ク
タ
ー
ル
）
に
お
い
て
市
街
地

改
造
事
業
が
実
施
さ
れ
た
後
、
特
別
史
跡
姫
路
城
跡
地
内
に
位
置
す
る
お
城
本
町
地
区

の
再
開
発
が
住
民
参
加
方
式
で
計
画
さ
れ
、
昭
和
五
十
四
年
に
都
市
計
画
決
定
さ
れ
た
。
ま
た
、
昭
和
五
十
年
に
閉
鎖
さ
れ
た

東
洋
紡
績
姫
路
工
場
跡
地
で
は
、
土
地
区
画
整
理
事
業
に
よ
っ
て
北
部
副
都
心
の
整
備
が
翌
五
十
一
年
か
ら
始
ま
っ
た
。

　
加
古
川
市
で
は
、
昭
和
五
十
三
年
に
加
古
川
駅
南
の
加
古
川
駅
前
第
一
地
区
が
、
市
施
行
に
よ
る
市
街
地
再
開
発
事
業
と
し

て
都
市
計
画
決
定
さ
れ
、
駅
前
広
場
、
再
開
発
ビ
ル
の
整
備
が
進
め
ら
れ
た
。

　
既
成
市
街
地
内
の
商
店
街
に
目
を
移
す
と
、
小
売
業
態
の
変
化
と
と
も
に
、
都
心
、
郊
外
を
問
わ
ず
、
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
や
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
の
出
店
が
相
次
ぎ
、
既
存
の
商
店
街
や
小
売
店
の
経
営
を
圧
迫
す
る
事
例
が
多
発
し
た
た
め
に
、

昭
和
四
十
八
年
に
大
規
模
小
売
店
舗
法
（
通
称
「
大
店
法
」、
五
十
三
年
改
正
）
が
制
定
さ
れ
、
大
型
店
が
進
出
す
る
際
に
は
地
元

と
の
調
整
、
合
意
が
義
務
づ
け
ら
れ
た
。
ま
た
、
多
く
の
市
街
地
再
開
発
事
業
に
お
い
て
は
、
大
型
店
を
キ
ー
テ
ナ
ン
ト
に
誘

写真 71　川西能勢口駅南地区市街地再開発
事業（アステ川西）
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致
し
よ
う
と
し
た
た
め
に
、
既
存
商
店
街
と
の
調
整
が
不
可
欠
と
な
り
、
ま
た
、
再
開
発
ビ
ル
の
中
に
キ
ー
テ
ナ
ン
ト
と
既
存

の
個
人
店
舗
が
同
居
す
る
例
も
多
く
生
ま
れ
た
。

　
地
方
都
市
の
駅
前
で
は
、
土
地
区
画
整
理
事
業
が
実
施
さ
れ
始
め
た
。
例
え
ば
、
豊
岡
駅
西
地
区
は
昭
和
四
十
年
代
半
ば
に

話
が
持
ち
上
が
る
が
、
基
本
計
画
の
策
定
は
六
十
一
年
ま
で
待
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

住
環
境
の

整
備
改
善

昭
和
三
十
五
年
に
住
宅
地
区
改
良
法
が
制
定
さ
れ
、
住
宅
地
区
改
良
事
業
に
よ
る
住
環
境
の
整
備
改
善
が
図
ら
れ

た
。
住
宅
地
区
改
良
事
業
と
は
、
不
良
住
宅
が
密
集
し
、
保
安
衛
生
等
に
関
し
て
危
険
又
は
有
害
な
状
況
に
あ
る

地
区
に
お
い
て
、
不
良
住
宅
を
全
て
除
却
し
、
環
境
の
整
備
改
善
を
図
る
も
の
で
あ
る
。
神
戸
市
で
は
早
く
か
ら
改
良
住
宅
の

建
設
が
各
地
で
進
め
ら
れ
、
昭
和
四
十
年
代
以
降
は
西
宮
市
、
尼
崎
市
、
伊
丹
市
、
宝
塚
市
へ
も
拡
大
し
た
。
ま
た
、
昭
和
五

十
三
年
に
は
、
そ
れ
ま
で
の
ス
ク
ラ
ッ
プ
・
ア
ン
ド
・
ビ
ル
ド
方
式
の
事
業
以
外
に
、
住
宅
地
区
改
良
事
業
を
発
展
さ
せ
た
手

法
と
し
て
、
住
環
境
整
備
モ
デ
ル
事
業
と
呼
ば
れ
る
部
分
的
な
ク
リ
ア
ラ
ン
ス
や
不
良
住
宅
の
改
修
・
建
替
事
業
が
登
場
し
、

イ
ン
ナ
ー
シ
テ
ィ
問
題
へ
の
対
応
が
続
け
ら
れ
た
。
昭
和
五
十
年
代
に
は
尼
崎
市
で
、
六
十
年
代
に
は
神
戸
市
で
導
入
さ
れ
た
。

第
三
節
　
高
度
経
済
成
長
下
に
お
け
る
緑
化

一
　
緑
地
、
公
園
、
景
観
政
策
の
状
況

　
高
度
経
済
成
長
が
続
く
中
、
全
国
的
に
都
市
部
と
そ
の
近
郊
の
開
発
、
そ
れ
に
伴
う
緑
地
や
水
面
の
減
少
が
大
き
な
社
会
的
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